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青梅七小と青い目の人形

昭和２（1927）年、日米親善の願いを込めて、アメリカから日本の子どもたちへ「青

い目の人形」と呼ばれる多くの人形が贈られました。それからまもなく 100 年になりま

す。青梅にもこの人形がやってきたことは知られていましたが、最近になって、これま

で記録が確認されていなかった青梅市立第七小学校にも、人形が贈られていた可能性を

示す写真が見つかりました。今回は、この一枚の古写真を中心に、青梅と「青い目の人

形」との関わりを紹介します。

当時、日本とアメリカの関係は、

移民問題などを背景に悪化していま

した。こうした状況を心配し、子ど

もたちの交流を通して両国の親善を

図ろうと考えたのが、アメリカ人宣

教師シドニー・Ｌ・ギューリックで

す。ギューリックは 20 年余り日本で

暮らした経験があり、帰国後も日米

関係の改善に取り組んでいました。

彼の呼びかけでアメリカ各地から人

形が集められ、日本へ送られることになりました。人形にはそれぞれ名前が付けられ、

手紙やパスポートなどが添えられたものもありました。アメリカの子どもたちに代わっ

て日本を訪れた「友情の使者」でした。

この計画に日本側から協力したのが渋沢栄一です。渋沢も日米関係の改善に力を尽く

しており、「日本国際児童親善会」の会長として人形を迎える事業に関わりました。昭

和２年３月３日には、東京の日本青年館で歓迎会が開かれ、その後、人形は全国各地の

小学校や幼稚園などへ届けられました。

ところが、昭和 16（1941）年に太平洋戦争が始まると、人形を取り巻く状況も変わり

ました。かつて歓迎された人形が「敵国の人形」とみなされ、壊されたり焼かれたりし

た例もありました。その一方で、処分することなく、物置や戸棚などにしまって守った

人たちもいました。こうして戦争中も大切に保管され、現在まで伝えられている人形も

あります。青梅では、青梅幼稚園に「ヘレン」と呼ばれる人形が伝えられています。ま



た、青梅市立第六小学校にも人形が贈られた記録があります。しかし、第七小学校につ

いては、これまで「青い目の人形」に関する記録は確認されていませんでした。

その手掛かりが見つかったのは、青梅七小 150 周年記念事業の際のことです。学校に

保管されていた古い写真の中に、気になる一枚がありました。写真には、大勢の児童が

校庭に整列しています。女子児童は着物に袴姿、男子児童は和装が多く見られ、先生と

思われる大人たちは洋装です。中央には演壇が設けられ、そのそばには足踏みオルガン

が置かれています。後方には日の丸と星条旗が掲げられ、最前列には人形と思われるも

のを抱いた児童も写っています。こうした様子から、「青い目の人形」の歓迎行事では

ないかと考えました。

では、どこで撮影された写真なのでしょうか。まず注目したのは、写っている人物で

す。一番左手前でカメラの方を向いている男性は、小曽木村村会議員を務めた儘田雄年

です。また、中央に立つ男性は、小曽木尋常高等小学校の初代校長である村山為輔氏の

写真と比べると、顔立ちや姿形がよく似ています。

背景の様子から、撮影場所は富岡にあった小曽木尋常高等小学校の東分教場（旧東尋

常小学校）の校庭ではないかと推測されます。『小曽木近代誌』によると、大正 15（1926）

年４月、三校が統合され、小曽木尋常高等小学校となりました。このとき、富岡の東尋

常小学校は東分教場となっています。一方、現在の七小の場所に建設された新校舎が落

成したのは昭和２（1927）年 11 月３日で、人形が贈られた当時はまだ完成していません

でした。こうしたことから、歓迎行事は東分教場の校庭で行われた可能性があります。

こうした人物や背景、当時の学校の状況などから、この写真は現在の青梅市立第七小

学校につながる学校の行事を写したものではないかと考えています。しかし、当時贈ら

れたと考えられる人形そのものは、今のところ見つかっていません。人形の名前や写真

の正確な撮影日、当日どのような式が行われたのかも分かっていません。今後、学校や

地域に残る資料を調べ、確認していきたいところです。

今回の調査のきっかけは、学校に保管されていた一枚の写真でした。古い写真には、

人物だけでなく、当時の風景や服装、行事の様子なども記録されています。今回も、写

っている人物や場所を調べることで、約 100 年前の小曽木の出来事を知る手掛かりが得

られました。こうした古い写真は、地域の歴史を知る大切な資料の一つです。七小と「青

い目の人形」との関わりについては、引き続き調べていきたいと思います。

（文責 儘田菜つ美）
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